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1． 宇部市は女性の健康づくりを応援します！ 

〇【出張】女性の健康相談 

女性特有の健康課題の悩みや不調について、保健師等の専門職が事業所に伺い、健康相談に応じます。 

また、個別相談のほかに、健康づくりに関する講話や健康チェックなどご希望に合わせて実施します。 

働きやすい職場環境づくりのヒントにぜひご活用ください！ 

▼女性の健康づくり応援します！ 

https://www.city.ube.yamaguchi.jp/kenkou/kenkouzukuri/1023622/1029508/1029510.html 

 

〇今の私を見つめるセルフチェック/婦人科無料相談 

月経の悩みや更年期症状など、「これくらい大丈夫」「年齢のせい」と不調をそのままにしていませんか？ 

適切な処置や治療を受けることで症状が改善する可能性があります。また、違う病気が隠れているかも。 

まずはセルフチェックで今のからだの状態を確認し、気になる症状がある場合は、婦人科で無料相談を受けるこ

とができます。 

▼セルフチェック・婦人科無料相談 

https://www.city.ube.yamaguchi.jp/kenkou/kenkouzukuri/1023622/1026248.html 

 

〇子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン 

今年度より、がんの罹患者が増加する年代に合わせて、がん検診の無料対象を拡大しました。 

子宮頸がん検診は 20～30 代の女性、乳がん検診は 40～50 代の女性が無料となります。対象の方には、6 月上旬

に無料クーポンを郵送しました。ぜひこの機会に、がん検診を受けましょう。 

▼子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン 

https://www.city.ube.yamaguchi.jp/kenkou/kenkoushinsa/gan/1014240.html 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2. 梅雨も熱中症に注意しましょう！ 

・梅雨は湿度が高く汗が蒸発しにくいため、体の中に熱がこもることで熱中症になりやすい時期です。 

また、からだが暑さに慣れておらず、急な気温上昇で熱中症搬送者が急増します。 

・熱中症対策のポイントは、【こまめな水分補給・十分な食事と休息・涼しい服装】です。 

・「なんとなく体がだるい」「頭が重い」などいつもと違うと感じたら、我慢せずに涼しい場所で早めに休憩を取

りましょう。 



 

▼熱中症について 

  https://www.city.ube.yamaguchi.jp/kenkou/kenkouzukuri/1019349/index.html 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

3．健康経営支援補助金募集中（令和 8 年 7 月 31 日まで） 

 今年度の宇部市健康経営支援補助金の募集が開始しています。 

 市内中小企業の従業員満足度向上、人材確保につなげるために行う健康経営の取組を支援しています。 

 健康経営の取組に要した経費の 3 分の２を補助します。 

詳しくは下記ウェブサイトをご確認ください。 

  

▼宇部市健康経営支援補助金 

https://www.city.ube.yamaguchi.jp/machizukuri/sangyou/tyuusyoukigyou/1017069.html 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

●新規登録、バックナンバー 

▼宇部市健康サポーター（事業所部門） 

https://www.city.ube.yamaguchi.jp/kenkou/kenkouzukuri/1019354/1022250.html 

 

●配信停止・配信先変更・お問い合わせ 

宇部市健康増進課 

〒755-0033 宇部市琴芝町二丁目１番１０号（宇部市保健センター） 

TEL:0836-31-1777 FAX:0836-35-6533 

Mail:hose@city.ube.yamaguchi.jp 

 

 







2/26 金

受診期間
令和９年

0836-31-1777

まで

クーポンを確認
指定医療機関

または集団健診に予約

クーポンを持参して

無料で検診を受ける

あなたとあなたの大切な人のために、ぜひこのチャンスに検診を！

令和8年5月作成

対象者には６月に無料クーポンを送付

40～5920～39

無料クーポン
再発行はこちら

無料クーポン
詳細はこちら
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がん検診は症状のないあなたが対象です

全国がん登録罹患データ2023より

全国年齢階級別罹患率（対人口10万人）

【子宮頸がん】 【乳がん】

20代・30代の
若年層で増加

早期がんのうちに

発見できる期間は

わずか１～２年です

1～2年

1cm 2cm

急激に増殖し、
生存率が著しく

低下

進行がん

早期発見・早期治療には

定期的な検診が大切です

早期がん

子宮頸がん・乳がんは20～40代で増加

40代から急増

検査内容 検査内容

子宮頸部細胞診検査 マンモグラフィ検査

所要時間
5～10分程度

所要時間
10分程度

子宮の入口付近の細胞を採取し、
細胞の変化を調べる検査です。

痛みを感じることは
少ないです。

撮影台の上に乳房をのせ、透明な板で
薄く伸ばしてレントゲン撮影します。

月経前の10日間の検査を
避けることで痛みを軽減
することができます。

子宮頸がん検診 乳がん検診



【内容】

【利用要件】

宇部市内事業所
（講話は男性・女性ともに参加できます）

【利用料】

無料

【実施日時】

令和9年3月末まで

【利用の流れ】

①logoフォームにて申請

（利用の1か月前まで）

②担当者より連絡・打合せ

③実施

④事後アンケート

月経の悩みや更年期の不調など女性が、気軽に

相談できる場づくりのため出張健康相談を行います。

管理職や男性社員も参加いただける講話も！働きやすい

職場環境のヒントに職場で利用してみませんか。

お問い合わせ

宇部市保健センター 0836-31-1777
申込はコチラ

から➡

お問い合せ

女性の健康づくり

応援します！

しっかりコース

講話＋
健康測定＋個別相談

所要時間 90～120分

女性の健康に関するテーマで婦人科医※や保健師

の講話と女性が気になる骨健康度や体組成等の

測定、個別相談を実施します。

※婦人科医の講話は原則60分30名以上の参加の場合

※講話の内容は、女性向けの対処方法や周囲にできる

こと等、対象の性別や年代に応じて調整できます。

健康経営の

取組として

お気軽コース

ミニ講話＋個別相談

所要時間 60分程度

女性の健康に関する保健師によるミニ講話と

月経・更年期症状などのお悩みについて個別

相談を実施します。

時間や内容は
ご希望に応じて対応します！

まずはお気軽にご相談ください。

費用ゼロ！

令和８年４月作成



【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災
害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全国警備業協
会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

熱中症対策情報はこちら

労働衛生管理体制の確立

事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し

熱中症予防の責任体制を確立

暑さ指数（WBGT）の
把握の準備
JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

作業手順・作業計画の策定

暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止

に関する事項を含めた作業手順・作業計画を

策定

設備対策の検討

暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または

冷房設備、散水設備の設置を検討

休憩場所の確保の検討

冷房を備えた休憩場所や

涼しい休憩場所の確保を検討

服装の検討

透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や

送水により身体を冷却する機能をもつ服の

着用も検討

教育研修
の実施
管理者、作業者に

対する教育を実施

緊急時の対応の事前確認

緊急時の対応（異常時における連絡体制や

対応手順等）を確認し、関係者に周知

ガイド・教育動画 e-learning



暑さ指数の低減

準備期間に検討した設備対策を実施

暑熱順化への対応

熱に慣らすため、7日以上かけて作業時間

の調整

※新規入職者や休み明け作業者は別途注意

すること

休憩場所の整備

準備期間に検討した休憩場所を設置

服装

準備期間に検討した服装を着用

作業時間の短縮
作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、

作業中止

プレクーリング

作業開始前や休憩時間中に深部体温を下げる

水分・塩分の摂取

水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行

させる等を考慮）

健康診断結果に基づく対応

次の疾病を持った方には医師等の意見を踏ま

え配慮 ①糖尿病 ②高血圧症 ③心疾患 ④腎

不全 ⑤精神・神経関係の疾患 ⑥広範囲の皮

膚疾患 ⑦感冒 ⑧下痢

日常の健康管理

当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量

の飲酒が熱中症の発症に影響を与えることを

指導し、作業開始前に確認

作業中の作業者の
健康状態の確認
巡視を頻繁に行い声をかける、

「バディ」を組ませる等作業者にお互い

の健康状態を留意するよう指導

□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加

□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底

□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底

□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加

□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施

□ 熱中症のおそれがある者を発見したときは、躊躇することなく救急隊を要請

異常時の
対応

あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等の周知徹底

少しでも本人や周りが異変を感じたら、あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等に基づき適切に対応

※必ず一旦作業を離れ、全身を濡らして送風することなどにより身体を冷却

※症状が回復しない場合は躊躇なく病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）

（R８.２）






